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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・第一回院内研修について

日時：5/29（木）・5/30（金）17：30～18：30

　　場所：メンタル病棟4階　メモリアルホール

　　テーマ：「当院における精神科医療サービスのあり方について」

　　講師：佐々木　健之AOM

　　各自、確認し出席表に入力すること。

・職員レクのお知らせ
開催日時：H26.6.8（日）　9:00～17:00
目的場所：下北方面（尻屋崎）
対象：法人全職員
参加申し込み、問い合わせ先：　西G　上口昌範
・本日、八戸短期大学看護実習生5名、青陽館の見学を実施している。
＜利用者様情報＞

・野月　利幸　様～本人より相談があり、5/14（水）夕食後薬以降、処方薬をなくしてしまったとのこと。服薬ボードに入れていたが、同日に確認すると全てなくなっており、母と探したが見つからず｢もしかしたら祖母が捨ててしまったかも｣と話している。本日、外来看護へ相談後、両親より許可を得て外来を受診し、6/7（土）までの分の薬を処方されている。今後服薬ボードの管理など服薬管理方法について本人と相談を行っていく。

・我満　奈津紀様～本日、気分転換の為に欠席したいとの連絡がある。高田マキ様より以前プレゼントを貰い、そのままだと申し訳なくなったとのことで、昨日誕生日メールのみ送信したとのこと。以後、高田様より頻繁にメールが届くようになり、最終的に｢もうメールのやり取りをする気持ちはない｣｢何を言われてもまだ信じられない｣と送信したとのこと。高田様との関係性について、後日面談にて話し合うこととしている。

・松川　順子　様～本日、疲労感の訴えがあり欠席したいとの連絡がある。血圧の薬が出ていたが、以前から変わったとのことで、来所しようとしたけが体がいつもと違う感じがするとのこと。具合の悪さや何か症状があるわけではないと話している。次回来所時に状況を確認していく。

・平　康子　様　～本人より連絡無く、スタッフから連絡をすると、腰痛で休むとの訴えが聞かれている。明日の外来受診は行くとのことで、受診後に来所するように促すと、「はい」と話している。

・高橋　洋子　様～日曜日に近所の花を取ってしまった話を担当医に報告したとの事。怒られると思っていたが、優しく「ほんの出来心だったんでしょう？」と話され、もっと怒って欲しかったと話されている。

・田中　一　様　～明日、青明舎スタッフと一緒に社会保険事務所に行って保険に関する説明を聞いてくる予定。そのため、明日は欠席予定となっている。

・巴　勇樹　様　～昨日9：30～19：30まで体験利用している。午前中は煙草要求が頻回で、デイナイトでは喫煙時間をスタッフと決めるが時間を守れず、何度も喫煙要求されている。プログラムでは、積極的に発言され、他者とも交流が見られている。体験利用に関しては、疲れは無いが煙草が吸えないと訴えており、喫煙時間は病院と同じであることを伝えるが、病院の方が良いと話している。

＜青風荘からの情報＞

・大下　良悦　様～肺炎は少しずつ良くなってきているが、要安静の指示が出ている。来週水曜日八戸赤十字病院を再度受診する事となっているため、それまでは青風荘にて安静に過ごす事としている。こっそりと煙草を吸っている事がある為、注意して関わっていく。

＜事例検討＞

岩城　敏夫様　（75）　統合失調症

検討内容目標の検討

長期目標趣味（絵を描く）を楽しみながら生活をする。社会資源利用できて美術館にも一人で行き鑑賞できる様にする。自分の絵も展覧会に出展したい。

中期目標絵を描き続けるために健康な生活を送る。

短期目標①血圧やペースメーカーに配慮し、身体的な不調があれば直ぐにスタッフに報告する。

②認知症にならない為にもプログラム継続して参加する。　　

治療計画①身体不調時不安感を訴えた時は傾聴し本人の希望にそう様に対応して行く。血圧に関しても時間ごとに測定をして安心感を持てるようにする。

②認知症や被害的な訴えがあった際は傾聴していく。

現在の状況
・ペースメーカーを気にしている様子はあり、血圧を左右両方の腕で時間をおいて何度も測定する事がある。測定結果には大きな差は無い。

・認知症については、自分でも話す事があり、眼鏡を忘れることがよく見られている。

・被害的な訴えについては、時計が無くなったと話しており、詳細を確認中。

・社会資源の利用について、昔は行っていたが、現在は2年間ほど社会資源を利用しての外出を行っていない。現在の状況で一人で行くのは金銭管理の問題や、道を忘れているなどのことから、厳しい事が予測される。

・話している内容がわかりにくい事が多く、話す内容が転々とする事が多い。

・買い物に関しては、欲しいものを選ぶ事が出来ており、わからない事は店員など他の人に聞く事が出来ている。

・プログラムの準備については、場所を独占してしまう事があるが、自分で準備をする事が出来ている。

検討内容

・長期目標の一人で美術館に行くことについては、困難である為、行く場合はスタッフと一緒に行くようにする。

・治療計画の②について、本人から訴えに対応した時には、青風荘とも情報共有をし、対応を確認してから本人に伝えるようにする。

＜外来情報＞

・高橋　洋子様～涙目で日曜日に近所の花を取ってしまった話を担当医に報告している。また、姉から目の焦点が合っておらず、薬が強いのではないかと言われたと話しており、ネルボン（10）1Tがネルボン（5）1Tへ変更となっている。次回6/7から土曜日の受診へと変更になり、その際に採血実施予定。処方は17日分処方されている。

・寺沢　彩　様～レボトミン（25）2T　2×が1T　1×夕へと変更になっている。

・倉橋　生子様～目がぼんやりするとの訴えがあり、担当医より外出にいけるようになったら眼鏡を直してみるように説明されている。中耳炎については、治ってきている様子だが、八戸赤十字病院から耳鳴りの薬が継続して処方されている。

・繁名　和恵様～現在クレチアピンを減らしており、クレチアピン（25）6T　3×から、3T　3×に減薬している。

・大釜　万知様～青山荘にて喫煙時間を守っていないとのことで、注意を受けていたが、その後は守って喫煙する事が出来ている。

・青木　紀子様～禁煙は継続していると報告している。本人より、デイケア利用者の繁名和恵様から意味が分からないことを言われて疲れるとの訴えがあり、担当医から距離をとって過ごすように促がされている。

